
図１ 第１臼歯舌側の歯槽骨

図２ HIF‐１αとHIF‐２αの染色結果

図３ GLUT１，GLUT３とGLUT５の染色結果
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骨は生きた組織で，骨の中に埋め込まれた細胞（骨細

胞）は骨代謝に関わる．骨の表面で活発に骨を造ってい

る骨芽細胞は自ら埋まり骨細胞となる．しかしながら，

骨細胞は石灰化基質で取り囲まれ，栄養と酸素に乏しい

環境に置かれる．

２４週齢の成獣マウスの第１臼歯舌側歯槽骨では，骨表

面に沿って結合組織中に毛細血管が観察され，骨改造の

痕跡を境に浅層と深層の骨層板構造が異なっていた（図

１）．この浅層の骨細胞は表層の毛細血管から栄養と酸

素の供給を受けるが，深層に位置する骨細胞では骨細管

ネットワークの断裂により環境が変化し，骨細胞の代謝

も変わるものと思われる．そこで，酸素濃度に応答する

因子（HIF‐１α，HIF‐２αとORP１５０）とグルコースの細

胞内への取り込みに関与するグルコース輸送担体

（GLUT１，GLUT３とGLUT５）の発現を免疫組織化学

的に調べた．

HIF‐１α，HIF‐２αおよびORP１５０は浅層歯槽骨の骨細

胞ではまったく認められず，深層の骨細胞ではHIF‐１α

が強く，HIF‐２αが弱く観察された（図２）．ORP１５０は

いずれの細胞にもほとんど認められなかった．これら

は，個々の骨細胞の酸素濃度環境を反映しており，下顎

骨表層に近い骨細胞は骨膜側から骨細管ネットワークを

介して十分な酸素供給を受けていることを示している．

一方，GLUTsは新たに付加された骨（new bone）でみ

られず，より深層の骨細胞でGLUT３の強い反応を示し

た（図３）．

骨細胞への栄養と酸素が骨細管ネットワークを介して

供給されていることを考えると，歯槽骨で骨改造の痕跡

線を境に劇的に染色性が異なったことは，骨細管ネット

ワークが断裂したことに起因するものと考えられる．ま

た，成獣マウス歯槽骨では，深層の骨細胞は骨改造によ

り骨細管ネットワークが断裂し，低酸素低栄養の苛酷な

環境に陥ったことを示唆しており，骨細胞は環境の変化

に対応している．
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